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【主な研究成果】
冷間圧延鋼板（SPCC）とMg合金（AZ系）の電磁圧接を行い、接合条件を探査した。
間隙長dと放電エネルギーWを変化させて接合実験を行った結果、d=0.81および1.00mmにおいて、Wが2.0kJ以上で接合が可能であった。また、d=1.00mmにおいて、Wが2.5kJおよび3.0kJでは、接合が可能であると同時に、引張試験においても、AZ31側の母材で破断する良好な接合が達成できた。W が大きい場合は、可動板であるAZ31板がより高速度でSPCC板に衝突する条件であり、Wが2.5kJの条件では、およそ300m/sの速度で衝突したと考えられる。SEM観察にて接合部を観察した結果、接合幅が約2.0mm程度であった。また、接合界面ではMgとFeが10μm程度の波状模様を形成して接合している様子がうかがえた。接合界面では、波状模様に加え中間層が観察され、EDS分析の結果、FeとMgのいずれの成分も含むことがわかり、非固溶系の材料であることから、結晶粒が微細な状態で混合していると考えられる。接合強度は波状模様によるアンカー効果によるものと考えられる。
【今後の展望】
　本年度の研究結果から、電磁圧接により、FeとMgの接合が可能であることが明らかとなった。組織観察の結果から、接合界面でのアンカー効果によるものと考えられるが、中間層も観察されることから、次年度はこの中間層の生成について詳細を調べていく予定である。本研究結果は、MgとFeの接合実験であるが、非固溶系の材料の組み合わせによっても、衝撃圧接が有効であることを意味している。
【具体的な成果】
　●論文：なし
　●学会発表：軽金属学会、軽金属溶接学会での口頭発表
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　●受賞：水沼友希、軽金属溶接学会「優秀発表賞」、軽金属学会「希望の星賞」を受賞
　●獲得外部資金　：なし
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